















作成委員会であるが、具体的には、入学時及び第 1 セメスター終了時の年 2 回、1 年次アドバイザーに依頼してビ
ジネス学部所属の全 1 年次生を対象にアンケート形式で行われた。ただし、クラスによっては、第 1 セメスター終







(2008) を用いた分析について山本 (2008) を参照のこと。
山　本　英　司90
　アンケートは、「日頃の学習習慣・生活習慣」「学習態度」「学習スキル」の 3 領域計 37 項目について、高校時代
または大学入学時と第 1 セメスター終了時とのそれぞれの時期における自己評価を 4 段階で答えてもらったもので
ある。これらは順序尺度であるが間隔尺度として近似できるとの仮定の下、平均値を算出して分析を行うこととし






　本アンケート調査は 7 私立大学を対象に 2003 年 7 月に行われた「一年次教育のニーズとプログラム評価に対す








　図 1 ～図 9 より、一見して、留学生は日本人学生と比較して際立った特徴を示し、かつ、概して自己評価が高い
ことが伺える。ただし、全般的な自己評価の高さは文化の違いを反映している可能性もあることから、以下、留学
生と日本人学生とのそれぞれについて 2009 年度及び 2010 年度の平均を算出し、両者の差が大きい項目及び小さい
項目に注目するものとする。






































　図 4 ～図 6 の「学習態度」については、特段の特徴を見出すことは困難である。
　図 7 ～図 9 の「学習スキル」についても、特段の特徴を見出すことは困難である。
Ⅲ－ 2　年度間の比較
　次に、年度間の比較を行う。
　図 1「日頃の学習習慣・生活習慣（高校時代）」、図 4「学習態度（大学入学時）」、及び図 7「学習スキル（大学
入学時）」より、A-16「目上の人には敬語をつかう」の 1 項目を除く全ての項目において高校時代または大学入学
時についての留学生の自己評価が 2009 年度から 2010 年度にかけて低下していることが分かる。
　ただし、図 2「日頃の学習習慣・生活習慣（第 1 セメスター終了時）」、図 5「学習態度（第 1 セメスター終了時）」、
及び図 8「学習スキル（第 1 セメスター終了時）」より、ほとんどの項目において留学生の自己評価の年度間の差
は縮小し、一部の項目においてはむしろ向上している。このことは、図 3「日頃の学習習慣・生活習慣（伸張度）」、
図 6「学習態度（伸張度）」、及び図 9「学習スキル（伸張度）」より、ほとんどの項目において留学生の自己評価の







セメスター終了時）」及び図 14「全国平均との比較：学習スキル（第 1 セメスター終了時）」より、第 1 セメスタ
ー終了時についても同様の傾向が伺われる。
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